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第２種連分数展開について

実数 以下の整数の中で最大のものを表す と 実数 以

上の整数の中で最小のものを表す を用いる

すなわち

また を用いた連分数展開を第１種連分数展開 を用

いた連分数展開を第２種連分数展開とよぶことにする



方法

無理数 の第二種連分数展開を説明する

無理数 に対し とおく



すると

のように無限に続く分数でかける

これを の第二種連分数展開という

が二次無理数のとき数列 は必ずあると

ころから 繰り返しがおきることが知られている 繰り返す

部分を循環節といい その長さを周期という 繰り返しにい

くまでのところをひげという



目的

を中心に の形を

用いて第２種連分数展開を行った

そのときの周期や循環節 について調べた



結果
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分かったこと

と の第２種連分数展開では 違う形になる

や は が大きくなるにつれて周期は増減するが

の場合 前の周期の２倍少し増えている

循環節は最終項を除くと点対称になっている

としたときの の列と の列は点対

称になっている

は の約数になっている
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考察

命題

の第二種連分数展開における循環節において 循環部の

最終項を除いた部分は 回文構造を有する

すなわち

ただし とする

＜証明＞

とする

とおくと、

であるから



は次の に関する２次方程式を満たす

このとき

とおく

ここで 任意の整数 に対して

となる をとり と

定める



すべての整数 に対して

とおく

このとき である



だから

特に



となり は と同じ２次方程式を満たす

なので は の有理共役 に等しい



これを に代入すると

よって

これより

がわかる 証明終


